
ワークシート答え  
 

アグルの祈りは、彼が救いを失うより
彼の証を失う事を恐れていた事を示し
ています(C-3)。 (参照:1 Cor. 10:13.) 
ある人たちは、30:7-9を模範的な祈り
だと言います。それは簡潔で、真理と
誠実さが現れているからです (D-3)。  
 

アグルは自分自身について正直に(B-
1)、謙遜に書きました(C-1)。痛い経
験から、彼は真の知恵は唯一神様から
来ると知っていたからです(30:1-6)。 
人間的に言えば、彼は知恵を得る事に
ついて悲観的でしたが(B-2)、彼は望
みを持っていました(30:24-28)。  
 

私たちはアグルの職業について何も知
らない、と言うのは間違っています 
(A-5)。彼は預言者のように語り 
(30:1)また宮殿について良く知ってい
ました(30:22, 28, 31)。また、事がス
ムーズに運ばれるようにという、強い
願いを持っていました(C-6)。ですか
ら彼はおそらく、宮殿にいたアドバイ
ザーだったでしょう。 
 

アグルの数字の使い方はあまり普通で
はありませんが、6:16-19やアモス1-
2章でも似たものが見られます(B-7)。 
彼のリストには４つまでの事しかない
ので、覚えるのには簡単です(D-4)。 
 

箴言の編集者はアグルについて知って
いて、また聖霊に導かれて、彼の、時
に否定的な教えをこの書の結論の部分
に含めました(A-6)。最後の章である
31章は、もっと積極的なものです (B-
8)。

それで？ 
 

アグルは否定的すぎる人でしたか？も
しそうなら、聖書に含まれるはずでし
たか？確かに彼はどこにでも罪を見出
す傾向があった、と言えるかもしれま
せん(B-3)。例えば、30:11-14を見て
下さい。彼は社会全体は、悪い影響を
与えるものだと見ています。  
 

アグルにとって、唯一神様だけが「聖
なる方」でした(30:3, 参照9:10)。そ
れで彼は神の言葉の純粋さを強調しま
した(30:5)。彼は結婚の肉体的な不思
議さを認めましたが(30:19)、その後
すぐに、その悪用についても指摘しま
した(30:20)。 
 

アグルの、罪に対するメッセージの多
くは傲慢の罪に焦点を当てていました
が(D-8)、30:29-31では堂々と歩く、
または行進する事を、好意的に書いて
います(B-6)。しかし次の節(30:32)で
は、高ぶりに対抗しています(D-2)。 
 

その説明はこうです。アグルは威厳あ
るリーダーシップを認めていました
(30:29-31)。なぜなら良い指導者たち
は、事をスムーズに運ばせるからです
(C-6)。それで彼は、傲慢で、正しい
位置/順序を覆す者に対して、断固と
して対抗したのです(30:21-23)。  
 

アグルのメッセージの適用は、３つの
命令によって明らかです(D-5)。神に
対して(30:6)、他の人たちに対して
(30:10, 32-33)、また自分の親に対し
ても(30:11,17)、傲慢に振る舞っては
ならない、という事です。

適用
一番重要な事、また必要であると思われる事を、自分に適用しましょう。


